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　Abstract

During ichthyofaunal surveys of from Kagoshima 
Prefecture, Japan, a single adult specimen (534.0 mm 
standard length, 565.0 mm fork length) of Scomberoi-
des commersonnianus Lacepède, 1801 was collected 
from southwestern Satsuma Peninsula. This species, 
widely distributed in tropical and sub-tropical area of 
Indo-West Pacific Ocean, has been known only from 
Toyama and Miyazaki prefectures in Japan. Accord-
ingly, the present specimen of S. commersonnianus 
from Kagoshima represents the third record from 
Japan. In addition, a skin parasite, Benedenia seriolae 
(Yamaguti, 1934), is reported herein from S. commer-
sonnianus for the first time.

　はじめに

アジ科イケカツオ属（Carangidae: Scomberoides）

は，側線に稜鱗が発達しない，背鰭と臀鰭の前

方に遊離棘をそなえる，上唇前部が頭部と皮膚で

つながる，成魚が両顎にそれぞれ 2つの円錐歯列

をもつ，尾柄部の背腹面に溝がないことなどの特

徴をもち（Suzuki, 1962; Gushiken, 1983; Smith-Vaniz, 

1999），日本からはイケカツオ S. lysan（Forsskål, 

1775），ミナミイケカツオ S. tol（Cuvier, 1832），

およびオオクチイケカツオ S. commersonnianus 

Lacepède, 1801の 3種が記録されている（瀬能，

2013）．

2019年 3月 9日に鹿児島県南さつま市笠沙町

から 1個体のオオクチイケカツオが採集された．

本種は南アフリカから日本，オーストラリアま

でのインド・西太平洋の広域に分布しており，オ

マーン，インドネシア，マレーシア，フィリピン，

およびオーストラリアなどでは資源量が多く，食

用として多獲されている（Lin and Shao, 1999；

Smith-Vaniz, 1999；Griffiths et al., 2006；Allen and 

Erdmann, 2012）．しかし，本種の日本国内におけ

る確かな記録は，富山県と宮崎県のそれぞれ 1標

本にもとづく 2例に限られる（魚津水族博物館，

1997；本村ほか，1998；瀬能，2013）．したがって，

本研究はオオクチイケカツオの標本に基づく日本

からの 3例目の記録であるとともに，本種の分布

の空白を埋める記録であるため，ここに報告する．

また，記載標本の表皮には複数のハダムシが寄生

しており，外部形態の特徴からブリハダムシ

Benedenia seriolae（Yamaguti, 1934）に同定された．

ブリハダムシがオオクチイケカツオを宿主とする

例は報告されていないため，ここに併せて報告す

る．

　材料と方法

標本の計数・計測方法は Hubbs and Lagler

（1947），Smith-Vaniz and Staiger（1973），および

薩摩半島南西岸から得られたオオクチイケカツオの
日本における 3個体目の記録および
ブリハダムシの新たな宿主事例
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Kimura et al.（2013）にしたがった．なお，Smith-

Vaniz and Staiger（1973）における “eyelid inside 

diameter”は本村ほか（1999）における “dermal 

eye opening” と同義であるため，“eyelid inside 

diameter”は脂瞼開口長と訳した．標本の同定は

Smith-Vaniz（1999）にしたがった．計測はノギス

を用いて 0.1 mmの精度で測定した．標準体長は

体長と表記した．生鮮時の体色の記載は，採取直

後と固定前に撮影されたカラー写真に基づく．標

本の作製，登録，撮影，および固定方法は本村

（2009）に準拠した．本報告に用いた標本は，鹿

児島大学総合研究博物館（KAUM）に保管され

ており，上記の生鮮時の写真は同館のデータベー

スに登録されている．

　結果と考察

Scomberoides commersonnianus Lacepède, 1801

オオクチイケカツオ　（Figs. 1, 2）

標本　KAUM–I. 128805，体長 534.0 mm，尾叉

長 565.0 mm，鹿児島県南さつま市笠沙町松島北

東沖（31°25ʹ06ʺN, 130°12ʹ32ʺ E），水深 20 m，定

置網，2019年 3月 9日，伊東正英採集．

記載　背鰭鰭条数 VII-I, 20；臀鰭鰭条数 II-I, 

18；胸鰭軟条数 19；腹鰭鰭条数 I, 5；鰓耙数 3 + 

11 = 14．体各部の尾叉長に対する割合（%；括弧

内は体長に対する割合を示す）：体高 30.0（31.7）；

頭長 19.6（20.7）； 胸鰭基底部における体幅 9.0

（9.6）；吻長 4.6（4.9）；眼窩径 4.2（4.5）；脂瞼開

口長 3.1（3.3）；両眼間隔幅 5.5（5.9）；上顎長

11.5（12.1）；尾柄高 4.8（5.1）；尾柄長 9.7（10.2）；

背鰭前長 29.9（31.6）；臀鰭前長 40.4（42.7）；腹

鰭前長 22.1（23.4）；背鰭基底長 40.3（42.7）；臀

鰭基底長 40.4（42.8）；尾鰭長 23.9（25.2）；腹鰭

棘長 4.5（4.7）；腹鰭第 1 軟条長 10.7（11.3）；胸

鰭最長軟条長 12.4（13.2）；背鰭第 1棘長 0.7（0.7）；

背鰭第 2棘長 1.2（1.2）；背鰭第 3棘長 1.9（2.0）；

背鰭最長棘長 2.9（3.1）；背鰭最長軟条長 15.8

（16.7）；臀鰭第 1棘長 2.9（3.1）；臀鰭第 2 棘長 3.7

（3.9）；臀鰭最長軟条長 14.9（15.7）．

体は前後方向に長いひし型でよく側扁する．体

高は臀鰭第 3棘起部で最大．尾柄部の背腹面は溝

を欠く．背鰭第 1–7棘は遊離棘で，第 7棘が最も

長い．臀鰭第 1，2棘は遊離棘．背鰭と臀鰭の軟

条部の前部は著しく伸長し，それぞれ第 1軟条が

最も長い．背鰭第 10–19軟条間の鰭膜と臀鰭第

11–17軟条間の鰭膜に各軟条長のおよそ 3分の 2

に達する欠刻をもつ．尾鰭は二叉型を呈し，深く

湾入する．口裂は非常に大きく，上顎後端は眼後

縁を大きく越える．上唇前部は頭部と皮膚でつな

がる．下顎歯は 2列で，円錐形．下顎の両列歯は

同大で，歯列間に浅い溝をもつ．側線は完全で，

側線上に稜鱗はない．体は頭部を除き，前後方向

に長い卵型の細かい円鱗に被われる．

生鮮時の色彩（Figs. 1, 2）　体側上半部は淡い

銀黒色で，体側下半部は銀白色を呈する．体側中

央部に不明瞭な眼径より大きい 5個の小判形の

黒斑をもつ（採取直後は明瞭）．頭部腹面は白色．

吻端から背鰭基底起部までの体背縁と前頭部側面

は濃い緑色で，両眼間隔域でわずかに体側面に広

がる．尾柄背縁は暗いモスグリーン色．背鰭各棘

は淡黒色で，軟条部は一様に灰白色．背鰭基底部

は黒色がかる．臀鰭遊離棘は白色で，軟条部は一

様に淡い灰白色．胸鰭は黒色がかった乳白色で，

第 1軟条は淡黒色．後半部にかけては暗いオリー

ブ色．腹鰭の地色は白色で前部は黒色がかる．尾

鰭は灰色で，縁辺は暗い． 

固定時の体色　体側上半部は暗色で，体背面

ではより暗色が濃くなる．体側下半部は淡褐色．

生鮮時にみられた黒斑は明瞭になる．頭部腹面は

黄褐色． 

分布　オオクチイケカツオは南アフリカから

日本，オーストラリアまでのインド・西太平洋の

熱帯・亜熱帯海域に広く分布する（Lin and Shao, 

1999；Smith-Vaniz, 1999；Allen and Erdmann, 

2012）．日本ではこれまでに富山湾と宮崎県目井

津からのみ記録されていた（魚津水族博物館，

1997；本村ほか，1998；瀬能，2013）．本研究に

より鹿児島県南さつま市笠沙町（薩摩半島西岸）

からも記録された．

備考　鹿児島県産の 1標本は側線に稜鱗が発

達しない，上唇前部が頭部と皮膚でつながる，両



RESEARCH ARTICLES Nature of Kagoshima Vol. 45

325

顎にそれぞれ 2つの円錐歯列をもつ，尾柄部の背

腹面に溝がないことなどの形態的特徴が Smith-

Vaniz（1999）の示したイケカツオ属 Scomberoides

の特徴に一致した．さらに本標本は第 1鰓弓の総

鰓耙数が 14，上顎後端が眼後縁を大きく越える，

下顎の両列歯が同大，体が頭部を除き，前後方向

に長い卵型の細かい円鱗に被われる，体側中央部

眼径より大きい 5個の小判形の黒斑をもつ，およ

び背鰭軟条部が一様に灰白色であるという特徴が

Smith-Vaniz（1999）が示したオオクチイケカツオ

S. commersonnianusの標徴とよく一致したため本

種に同定された．

近年では沖縄県以南に生息する海産硬骨魚類

の成魚が，黒潮の影響を強く受ける南日本沿岸か

ら単発的に記録される例は多く（例えば，萩原ほ

か，2010；伊東ほか，2011；Hata et al., 2015），こ

れらは黒潮による成魚輸送であると考えられてい

る（瀬能ほか 2013；藤原ほか，2017）．今回標本

の得られたオオクチイケカツオも台湾以南に多く

生息しており（Smith-Vaniz, 1999； Griffiths et al., 

2006），体サイズから成魚であると判断されるた

め（Griffiths et al., 2006），前述の事例と同様に黒

潮による成魚輸送の結果であり，無効分散である

と考えられる．

オオクチイケカツオの日本における記録は

Smith-Vaniz（1983）が本種の分布域に沖縄県を含

めたものが最初であるが，根拠となる標本や写真

などは示されていない．その後，本種は稲村（1997）

により初めて日本から標本に基づき報告され，本

村ほか（1998）により宮崎県からも標本に基づき

報告された．後者の報告以来，本種の日本沿岸か

らの記録はないため（瀬能，2013），本報告は日

本における本種の標本に基づく 3例目の記録とな

る．

また，本標本の表皮には，およそ 50個体のハ

ダムシが寄生していた．これらのうち 6個体（全

長 6580–9790 µm）を採取し，外部形態の観察を

行った結果，体が扁平で小判形を呈する，体の前

端に 1対の口前吸盤があり，吸盤間の体前端部の

形状が凸形，および体の後端部に 2対の鉤を備え

Fig. 1. Fresh specimen of Scomberoides commersonnianus collected from Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 128805, 534.0 mm 
standard length).

Fig. 2. Photograph of Scomberoides commersonnianus taken 
immediately after capture (same individual with Fig. 1).
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る吸盤状の固着盤をもつことなどの形態的特徴が

Kearn et al.（1992）と Kinami et al.（2005）によっ

て示された Benedenia seriolaeの形態的特徴によ

く一致したため，本種に同定された（Fig. 3）．

Benedenia seriolaeは日本寄生虫学会用語委員会

（2008）により和名ブリハダムシが仮称された．

その後，日本における養殖魚介類の寄生虫の標準

和名を総括した横山・長澤（2014）により B. 

seriolaeに対して和名ブリハダムシが採用され，

現在までこの和名が用いられている．ブリハダム

シはカンパチ Seriola dumerili，ブリ S. quinqu-

eradiata，ヒラマサ S. aureovittata，S. hippos，ハ

マダイ Etelis coruscans，およびアミメウマヅラハ

ギ Cantherhines pardalisなどを宿主とする例が報

告されているが，オオクチイケカツオを宿主とす

る例は報告されていない（木原，1960；Dyer et 

al., 1989；Perkins et al., 2010； 横 山・ 長 澤，

2014）．したがって，本報告はブリハダムシの新

たな宿主の記録となる．
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